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鳥取県埋蔵文化財センターにおける冬季イベントの取組状況と新春イベントについて、
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鳥取県埋蔵文化財センターにおける冬季イベントの取組状況と新春イベントについて 
 

平成３１年１月１６日                             
文 化 財 課 

 

 埋蔵文化財センターでは、多くの皆様に文化財や地域の歴史を知っていただけるよう文化財に関

する楽しいイベント、展示、講座等を開催しました。 

 

＜１２月開催イベント＞ 

「玉-古代を彩る至宝-」展でのミニ講座（会場：江戸東京博物館） 

本県を含む全国の 14 県で構成する「古代歴史文化協議会」等

が主催して 10 月 23 日から 12 月 9 日まで開催され、会期中の総

入場者数は 60,234 人であった。この展示会に併せて、毎週末各

県が持ち回りでミニ講座を開催し、本県からはセンター職員に

よる「古墳時代の玉作の源流」と題する講座を開催し、聴講者

から好評を得た。 

  ［開催日：12 月 8 日（土）参加者数：77 人］ 

 

連続講座 鳥取県の考古学｢古代人の祈り-木製祭祀具が語るもの-｣（会場：埋蔵文化財センター） 

 県内から出土している木製祭祀具から分かる古代の因幡伯耆

の様子にふれる講演会を開催した。 

＜参加者感想＞ 

・数万点と大量に祭祀具が出土していることは知らなかった。 

・発掘された祭祀の説明がとても分かりやすかった。現物の説 

 明があり、分かりやすかった。 

・通年土日開館が無理なら土曜日か、日曜日だけでも開館し 

 てほしい。 

［開催日：12 月 15 日（土）参加者数：30 人］ 

 

 古代山陰道ウォークパート２（会場：鳥取市青谷町地内） 

   踏査で確認した切り通しの跡など古代山陰道跡の候補地

を職員と歩きながら現地学習した。 

  ＜参加者感想＞ 

  ・山陰道を歩き古代に触れたことが良かった。 

普段目に留めない地形にも歴史が秘められていること 

が良く分かった。 

・新しい調査成果を聞くことができた。 

  ［開催日：12 月 16 日（日）参加者数：45 人］  

古代山陰道の切り通しと思われる場所 

 

秋冬の企画展「因幡の国府・国分寺・官道」（会場：埋蔵文化財センター） 

   奈良・平安時代に因幡国の中心であった因幡国府の国庁、国分寺や古代山陰道などの関連遺

跡を紹介する企画展を開催した。［期間：11 月 3 日（土）～12 月 28 日（金）来場者数：54 人］ 

 

冬休みスペシャルイベント（会場：埋蔵文化財センター） 

 小学校の冬休みに合わせて、「弓矢」「手裏剣」「土器パズ

ル」「古代女子群像扇子作り体験」などの古代体験コーナーで

子ども達が遊びながら歴史体験をした。 

＜参加者感想＞ 

・冬休み前から楽しみにしていた。 

・楽しかったので、次もイベントがあれば参加したい。 

［期間：12 月 25 日（火）～28 日（金）参加者数：57 人］  

                           

弓矢コーナー 
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＜今後開催予定のイベント＞ 

開催日 イベント名及び内容 場 所 

1 月 15 日（火）

～25 日（金） 

新春特別展示企画 第１弾 古代の青谷美人たち復元 

一部しか出土していなかった青谷横木遺跡の「女子群

像」板絵について、本来の姿を推定復元した復元品を期

間限定で公開します。期間中は、古代衣裳の試着、「女

子群像」の塗り絵体験コーナーも開設します。 

埋蔵文化財センター 

（鳥取市国府町宮下） 

1 月 19 日（土） 

とっとり弥生の王国 青谷かみじち遺跡土曜講座 

 年間５回開催している連続講座の最終回。「第 18 次

調査の最新速報」と題し、平成 30 年度に行った遺跡中

心域北側での発掘調査成果について速報します。 

鳥取市青谷町総合支所 

（鳥取市青谷町青谷） 

 

2 月 4 日（月） 

～ 

3 月 28 日（木） 

新春特別展示企画 第２弾 発掘担当者こだわりの一品 

鳥取西道路建設時の発掘調査担当者こだわりの出土

品を担当者の解説付きで展示公開します。期間中は、２

週間毎に展示替えを行います。 

埋蔵文化財センター 

（鳥取市国府町宮下） 

2 月 23 日（土）

～ 

3 月 17 日（日） 

発掘！因幡の遺跡展 

 鳥取西道路建設に伴う全 34 遺跡、延べ調査面積約 75

万㎡という空前の規模で平成 20年度から平成 30年度に

かけて行われた発掘調査成果から、「国内初」「国内最

古」「国内最多」など選りすぐりの出土品 600 点余りを

一堂に展示します。期間中は、体験講座や遺跡見学ツア

ーなどの関連イベントも開催する予定です。 

県立博物館 

第３特別展示室 

（鳥取市東町） 

3 月 2 日（土） 

とっとり弥生の王国シンポジウム 倭人の真実 

 国立科学博物館、国立歴史民俗博物館との共同研究に

より行われた青谷上寺地遺跡出土人骨のＤＮＡ分析研

究の成果をはじめ、環境や年代の最新研究をもとに弥生

時代の人々を考えるシンポジウムを開催します。 

とりぎん文化会館 

小ホール 

（鳥取市尚徳町） 

 


